
　
　

火
鉢
と
鉄
瓶
の
温
か
さ

　

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
二
カ

月
半
ば
か
り
た
っ
た
。
こ
の
筆
舌
に
尽
く
し

が
た
い
大
災
害
は
、
福
島
第
一
原
発
の
破
壊

と
い
う
副
産
物
を
生
み
、
被
災
し
た
多
く
の

人
々
に
故
郷
を
失
わ
せ
る
と
い
う
最
悪
の
事

態
を
招
い
た
。

　

六
十
六
年
前
、
広
島
、
長
崎
に
原
爆
の
被

爆
を
受
け
、
核
放
射
線
の
怖
さ
を
身
を
も
っ

て
知
っ
た
は
ず
の
日
本
人
が
、
経
済
効
率
と

地
域
開
発
の
幻
想
に
惑
わ
さ
れ
て
大
き
な
過

ち
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
今
回
の
災
害
は
天

災
で
は
な
い
、
む
し
ろ
人
災
の
部
分
が
多
い

の
で
は
な
い
か
、と
人
々
は
直
観
し
て
い
る
。

　

地
震
か
ら
間
も
な
く
、
停
電
が
頻
繁
に

あ
っ
て
、
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
朝
夕
は
か
な
り

寒
か
っ
た
か
ら
、
わ
が
家
で
は
大
火
鉢
を
持

ち
出
し
て
久
し
ぶ
り
に
炭
火
を
入
れ
た
。
は

じ
め
の
三
十
分
ほ
ど
は
一
酸
化
炭
素
の
匂
い

が
気
に
な
っ
た
が
、
や
が
て
鉄
瓶
の
お
湯
も

沸
い
て
部
屋
に
暖
気
が
ゆ
き
わ
た
り
、
と
く

に
足
元
の
温
か
さ
に
、
家
族
み
な
が
暗
い
中

ほ
っ
と
顔
を
見
合
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

灯
り
は
洋
ロ
ー
ソ
ク
が
売
り
切
れ
で
、
前

に
買
い
置
い
て
あ
っ
た
石
川
県
七
尾
の
和
蝋

燭
を
点
け
た
。
仏
壇
用
に
は
少
し
大
き
く
、

永
い
こ
と
使
わ
な
い
で
い
た
が
リ
ビ
ン
グ
や

台
所
の
灯
り
と
し
て
は
、
全
部
で
三
つ
も
点

け
れ
ば
充
分
で
あ
っ
た
。
し
か
も
四
時
間
後

に
電
気
が
点
い
た
と
き
、四
・
五
寸（
十
三
・
五

セ
ン
チ
）
の
蝋
燭
は
ま
だ
四
割
ほ
ど
が
残
っ

て
い
た
。

　

今
回
の
災
害
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
拙
宅
で
も
使
う
こ
と
も

あ
ま
り
な
か
っ
た
炭
、
五
徳
、
火
箸
、
十
能
、

蝋
燭
、
燭
台
、
懐
中
電
灯
、
湯
た
ん
ぽ
、
鉄

瓶
、
土
鍋
が
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
ど
れ

ほ
ど
役
に
立
っ
た
こ
と
か
。
家
人
は
こ
の
夏

の
暑
さ
対
策
は
ま
ず
「
う
ち
わ
」
だ
と
い
う
。

し
か
し
今
年
は
真
夏
日
に
は
、
蚊
取
り
線
香

を
焚
い
て
窓
を
開
け
て
寝
る
と
し
よ
う
。　

　

原
発
も
、
先
端
技
術
も
、
高
速
道
路
も
、

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
流
通
管
理
も
、
あ
ま
り

に
あ
っ
け
な
か
っ
た
と
思
わ
さ
れ
た
こ
の
二

カ
月
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。　
　

（
志
賀
直
邦
）
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バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
の

エ
ッ
チ
ン
グ
と
初
期
楽
焼
の
作
品

　

イ
ギ
リ
ス
の
陶
芸
家
Ｂ
・
リ
ー
チ
は

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
、
香
港
で
生
ま

れ
た
。
父
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
・
Ｊ
・
リ
ー
チ
は

弁
護
士
。
幼
時
京
都
や
彦
根
で
、
日
本
に
い

た
祖
母
の
も
と
で
養
育
さ
れ
た
。

　

一
九
〇
七
年
、
ロ
ン
ド
ン
美
術
学
校
で

エ
ッ
チ
ン
グ
を
学
び
、
ま
た
留
学
中
の
高
村

光
太
郎
を
知
る
。
そ
の
こ
ろ
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
の
日
本
に
関

す
る
著
作
を
読
ん
で
日
本
に
あ
こ
が
れ
、

一
九
〇
九
年
、来
日
す
る
。
そ
の
年
秋
、リ
ー

チ
は
上
野
桜
木
町
の
新
居
で
エ
ッ
チ
ン
グ
の

公
開
教
授
を
は
じ
め
、
白
樺
派
の
武
者
小
路

実
篤
、
志
賀
直
哉
、
柳
宗
悦
ら
が
参
加
す
る
。

　

ロ
ン
ド
ン
の
美
術
学
校
時
代
、
リ
ー
チ
は

自
ら
「
自
分
の
作
品
の
中
で
、
最
良
の
エ
ッ

チ
ン
グ
の
一
つ
」
と
述
べ
て
い
る
『
ゴ
シ
ッ

ク
の
精
神
』
を
制
作
す
る
。
彼
の
自
伝
的

記
述
（
一
九
三
三
年
）
に
よ
れ
ば
こ
の
作

品
が
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
の
は
、
日
本

に
来
て
か
ら
で
、
一
九
一
一
（
明

治
四
四
）
年
、
赤
坂
で
開
か
れ
た

「
白
樺
主
催
洋
画
展
覧
会
」
が
最

初
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
〇
八

年
の
年
記
の
あ
る
作
で
柳
宗
悦
が

求
め
た
。
も
う
一
点
は
ウ
ェ
ー
ル

ズ
の
国
立
美
術
館
所
蔵
の
作
、
更

に
リ
ー
チ
の
伯
父
（
カ
ー
チ
フ

国
立
美
術
館
長
だ
っ
た
人
）
が

一
九
二
四
年
に
リ
ー
チ
か
ら
求
め
て
い
る
。

　

実
は
こ
の
ほ
か
に
も
う
一
点
あ
る
。
そ
れ

が
今
回
の
た
く
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー
出
品
の
『
ゴ

シ
ッ
ク
の
精
神
』
で
あ
る
。
こ
の
作
も
ま

た
、
リ
ー
チ
が
一
九
〇
九
年
に
来
日
し
た
際

に
エ
ッ
チ
ン
グ
の
印
刷
機
と
共
に
イ
ギ
リ
ス

か
ら
持
参
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
は
ロ
ン
ド
ン
の
チ

エ
ル
シ
ー
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
セ
ン
ト
・

ル
カ
教
会
で
、
左
右
の
空
に
舞
う
天
使
の
姿

に
は
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の
影
響
を
思

わ
せ
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
Ｂ
・
リ
ー
チ
は
一
九
一
一
年
、

東
京
で
は
じ
め
て
楽
焼
を
焼
き
、
そ
れ
に
強

い
興
味
を
抱
い
た
。
翌
年
、
富
本
憲
吉
と
と

も
に
六
世
尾
形
乾
山
に
入
門
、
二
人
は
後
に

皆
伝
目
録
を
受
け
七
世
乾
山
を
名
乗
る
こ
と

を
許
さ
れ
る
。

　

年
譜
に
よ
れ
ば
Ｂ
・
リ
ー
チ
は
一
九
一
四

（
大
正
三
）
年
四
月
以
降
、
三
回
ほ
ど
作
品

を
展
観
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
年
の
制
作

と
し
て
確
認
さ
れ
る
の
は
桜
木
町
窯
で
の
作

エッチング「ゴシックの精神」
バーナード・リーチ作
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と
い
う
『
楽
焼
葡
萄
文
壷
』
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
楽
焼
の
蓋
付
壷
は
富
本
憲
吉
の
記
録
に

よ
れ
ば
三
点
あ
り
、全
く
同
じ
模
様
な
が
ら
、

寸
法
が
わ
ず
か
に
異
な
る
。
三
つ
と
も
リ
ー

チ
自
筆
の
箱
書
で
、い
ず
れ
も〝
１
９
１
４
・

Ｂ
Ｌ
〞
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　

一
つ
は
柳
宗
悦
が
購
入
、
現
在
日
本
民
藝

館
の
蔵
品
（
径
二
四
、
高
二
六
、
い
ず
れ
も

セ
ン
チ
）
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
富

本
憲
吉
が
求
め
、
の
ち
に
国
立
京
都
近
代
美

術
館
の
所
蔵（
径
二
五
、高
二
六
・
五
）と
な
っ

た
。
三
つ
目
は
リ
ー
チ
自
身
が
所
持
し
て
い

た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
行
方

は
不
明
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
リ
ー
チ
所
持
の
楽
焼
の
蓋
壷
は
そ

の
後
ど
の
よ
う
な
運
命
を
た
ど
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
一
九
二
〇
年
五
月
末
に
リ
ー
チ
は
濱

田
庄
司
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
に
帰
る
。
こ
の

時
、
リ
ー
チ
は
日
本
で
制
作
し
た
作
品
を
中

心
に
、
ほ
と
ん
ど
の
自
作
品
を
神
田
の
流
逸

荘
画
廊
に
預
け
て
帰
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
三
年
ほ
ど
あ
と
の
一
九
二
三
年
四
月

下
旬
、
柳
宗
悦
は
、
流
逸
荘
で
「
リ
ー
チ

展
」
を
開
催
す
る
。
こ
の
さ
い
の
出
品
作
品

は
、
セ
ン
ト
・
ア
イ
ヴ
ス
か
ら
の
新
作
に
加

え
、
リ
ー
チ
が
流
逸
荘
に
遺
し
た
作
品
も
展

示
販
売
さ
れ
た
。
展
覧
会
終
了
直
後
の
五
月

五
日
付
の
柳
か
ら
リ
ー
チ
宛
て
の
書
簡
に
よ

れ
ば
、「
会
は
初
日
か
ら
盛
況

で
、
…
楽
焼
は
す
べ
て
売
り
切

れ
で
す
」、
と
書
い
て
い
る
。

　

実
は
こ
の
三
点
目
の
『
楽

焼
葡
萄
文
壷
』（
径
二
一
、
高

二
三
）
が
昨
年
秋
、
縁
あ
っ

て
、
前
記
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
の
精

神
』
と
と
も
に
た
く
み
の
所

蔵
と
な
っ
た
。
こ
の
蓋
付
壷
は
リ
ー
チ
に

と
っ
て
愛
着
の
深
い
品
で
あ
っ
た
と
み
え

て
、
一
九
一
四
年
十
月
、
五
年
間
の
日
本
で

の
思
い
出
か
ら
、
哲
学
的
思
索
、
詩
、
エ
ッ

チ
ン
グ
を
ま
と
め
出
版
し
た
冊
子
『
回
顧　

一
九
〇
九
年

－

一
九
一
四
年　

Ｂ
・
リ
ー

チ
』
の
表
紙
に
水
彩
画
で
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
本
の
エ
ッ
チ
ン
グ
の
最
初
の
ペ
ー

ジ
も
『
ゴ
シ
ッ
ク
の
精
神
』
で
あ
っ
た
。

　

前
記
の
二
点
を
は
じ
め
リ
ー
チ
作
品
の
熱

心
な
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
Ｎ
氏
は
も
う
亡

く
な
ら
れ
た
が
、
リ
ー
チ
さ
ん
と
も
フ
ァ
ン

と
し
て
親
交
を
も
た
れ
た
方
で
あ
っ
た
。

　

な
お
Ｎ
氏
旧
蔵
の
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
精
神
」

は
、
雑
誌
「
民
藝
」
の
リ
ー
チ
特
集
号
（
昭

和
三
十
六
年
十
一
月
号
）
に
、
本
文
内
写
真

及
び
「
リ
ー
チ
作
陶
五
十
年
記
念
展
出
品
目

録
」に
Ｎ
氏
出
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
の
巨
匠
展
に
は
、
こ
の
ほ
か
Ｎ

氏
蒐
集
の
リ
ー
チ
作
品
十
点
あ
ま
り
が
出
品

の
予
定
で
あ
り
、
御
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

（
志
賀
直
邦
）

バーナード・リーチ著
『回顧 1909-1914』表紙絵
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た
く
み
特
別
企
画

　
　

民
藝
運
動
の
巨
匠
展

　
　
　
　
　

－ 

Ｂ
・
リ
ー
チ
と
芹
沢
銈
介
を
中
心
に 

－

会　

期 
平
成
二
十
三
年
六
月
十
八
日
（
土
）〜
七
月
四
日
（
月
）

 
六
月
十
九
日
（
日
）、二
十
六
日
（
日
）
は
営
業
。
七
月
三
日
（
日
）
は
休
業
。

会　

場 

銀
座
た
く
み
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

営
業
時
間　

十
一
時
か
ら
十
九
時
ま
で
（
日
曜
、最
終
日
は
十
七
時
半
ま
で
）

　

今
回
、
出
品
さ
れ
る
リ
ー
チ
さ
ん
の
作
品

の
内
、
エ
ッ
チ
ン
グ
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
精
神
」

と
「
楽
焼
葡
萄
文
壷
」
は
い
ず
れ
も
百
年
ほ

ど
も
前
、
も
っ
と
も
初
期
の
作
品
で
す
。
そ

の
ほ
か
珍
品
か
ら
親
し
み
深
い
品
ま
で
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
民
藝
運
動
に
心

を
寄
せ
た
作
家
た
ち
の
仕
事
の
幅
の
広
さ
を

窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
芹
沢
先
生

の
「
法
然
上
人
絵
伝
」
や
「
親
鸞
聖
人
御
影
」

も
、
法
然
上
人
入
寂
か
ら
八
百
年
の
今
年
、

あ
ら
た
め
て
拝
す
る
こ
と
の
意
味
を
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
清
覧
の
ほ
ど
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

　

† 

出
品
作
家 †　

　
　

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
、
芹
沢
銈
介
、
濱
田

庄
司
、
富
本
憲
吉
、
棟
方
志
功
、
金
城
次
郎
、

舩
木
道
忠
、
そ
の
ほ
か
現
代
工
藝
作
家
の
方
々

　

† 

出
品
品
目 †　

　
　

陶
磁
器
、
陶
タ
イ
ル
、
掛
け
軸
（
書
、
素
描
、

型
染
絵
）、
額
装
（
エ
ッ
チ
ン
グ
、
型
染
絵
、

水
彩
）、
屏
風
、
初
期
大
津
絵
、
ガ
ラ
ス
絵
、

着
物
、
着
尺
（
芹
沢
銈
介
、
宮
平
初
子
、
吉

岡
常
雄
）、
そ
の
ほ
か

彫象嵌葡萄文茶碗（Ｂ・リーチ）

水彩画「イタリアの椅子」（芹沢銈介）

４

民藝運動の巨匠展 平成23年（2011年）6月15日



楽焼「葡萄文壷」高23㎝（Ｂ・リーチ）

エッチング「ゴシックの精神」（Ｂ・リーチ）

染付「魚とかもめ文皿」（Ｂ・リーチ）

青白磁刻線盒子（Ｂ・リーチ）

灰釉 クリーマー（Ｂ・リーチ）

ガレナ釉 マグ（Ｂ・リーチ）

染付「刻線四つ葉文盒子」（Ｂ・リーチ）

５
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中国拓本に茶碗スケッチ（Ｂ・リーチ）

水彩画「三春人形」（芹沢銈介）

手縞紬 着尺 （宮平初子）

登窯文藍地 着尺（芹沢銈介）

肉筆画「三重塔」（Ｂ・リーチ）

ガラス絵「パリの朝」（柚木沙弥郎）

三彩釉大鉢 径40㎝（舩木研兒）

軸装「洗濯する韓国婦人」（Ｂ・リーチ）

６
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型染「はたおり模様」（芹沢銈介）

初期大津絵「菩薩」

染付飾皿（富本憲吉）

草木染 着尺（吉岡常雄）

糠白釉 ピッチャー
（濱田庄司）

茶壷 高42㎝（金城次郎）

７
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極楽から来た「関白忠道の行列に合う」
（芹沢銈介）

極楽から来た「壇ノ浦」（芹沢銈介）

型染絵「親鸞聖人御影」（芹沢銈介）

型染絵「法然上人御影」（芹沢銈介）

法然上人絵伝「頭光踏蓮」（芹沢銈介）

法然上人絵伝「二河白道」（芹沢銈介）

８
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芹
沢
版
・
物
語
絵
本

と
く
に
法
然
上
人
絵
伝
に
つ
い
て

志 

賀　

直 

邦

　

今
年
は
浄
土
宗
の
開
祖
法
然
上
人
の
入
滅

（
建
暦
二
年
・
一
二
一
二
）
か
ら
八
百
年
、

こ
れ
を
記
念
す
る
「
大
遠
忌
」
の
法
要
が
総

本
山
の
知
恩
院
を
は
じ
め
各
地
の
ゆ
か
り
の

寺
院
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

法
然
の
生
き
た
時
代
は
平
安
時
代
末
期
か

ら
鎌
倉
時
代
の
初
め
ご
ろ
、
貴
族
の
世
か
ら

武
士
の
時
代
へ
移
り
変
わ
る
ま
さ
に
転
換
期

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
、
地
震
、
洪
水
、
京

都
の
大
火
、
飢
餓
な
ど
の
記
録
多
く
、
地
方

の
武
士
や
僧
兵
、
貧
民
の
動
揺
は
、
体
制
の

根
幹
を
揺
る
が
し
始
め
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
寺
院
で
の
祈
祷
に

依
ら
ず
、
自
ら
〝
南
無
阿
弥
陀
仏
〞
の
六
字

の
名
号
を
ひ
た
す
ら
称
え
る
と
い
う
専
従
念

仏
に
よ
っ
て
、
善
人
、
悪
人
を
問
わ
ず
す
べ

て
の
凡
夫
に
も
阿
弥
陀
の
慈
悲
が
与
え
ら
れ

る
と
い
う
教
え
を
、
法
然
が
説
い
た
こ
と
は

画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

法
然
の
一
代
記
や
、
悟
り
を
え
て
一
宗
を

開
く
に
至
る
波
乱
の
道
の
り
に
つ
い
て
は
後

に
記
す
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
「
絵
伝
」
と
い

う
も
の
の
性
質
と
、
新
し
い
「
法
然
上
人
絵

伝
」
が
芹
沢
銈
介
の
手
で
誕
生
し
た
事
情
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　

○

　

平
安
時
代
は
、
源
氏
物
語
、
枕
草
子
や
土

佐
日
記
な
ど
の
王
朝
に
お
け
る
文
芸
が
盛
ん

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
文
章
だ
け
で

は
な
く
次
第
に
詞
書
き
の
文
に
そ
え
て
、
大

和
絵
風
の
彩
色
絵
巻
が
描
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
仏
教
の
高
僧
、聖
人
の
伝
記
、

逸
話
な
ど
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
鎌
倉
時

代
に
入
っ
て
「
一
遍
上
人
絵
伝
」「
西
行
物

語
絵
」「
法
然
上
人
絵
伝
」「
親
鸞
聖
人
絵
伝
」

な
ど
が
あ
る
。

　

「
法
然
上
人
絵
伝
」
は
、
増
上
寺
本
や
知

恩
院
の
四
十
八
巻
本
な
ど
鎌
倉
時
代
に
さ
か

の
ぼ
る
貴
重
な
絵
巻
物
が
多
い
。
た
だ
絵
巻

と
い
う
画
面
形
式
か
ら
し
て
机
上
で
鑑
賞
す

る
も
の
だ
か
ら
、
一
般
の
門
徒
の
目
に
触
れ

る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

そ
こ
で
法
然
に
よ
る
念
仏
の
教
え
を
広
く

大
衆
に
伝
え
る
た
め
に
、
鎌
倉
時
代
末
あ
た

り
か
ら
大
き
な
画
面
に
よ
る
掛
幅
絵
伝
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
床
の
間
に

掛
け
る
普
通
の
寸
法
よ
り
は
る
か
に
大
き
く

あ
た
か
も
絵
巻
物
を
切
り
取
っ
て
上
下
よ
り

沢
山
貼
り
付
け
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

こ
の
掛
幅
絵
伝
は
一
組
が
何
幅
も
あ
り
、

一
幅
に
描
か
れ
る
絵
の
段
数
も
六
か
ら
八

段
、
画
面
の
数
も
数
十
枚
に
も
な
る
。
ま
た

こ
の
掛
幅
絵
伝
を
見
る
順
序
は
第
一
幅
の
右

下
辺
か
ら
左
へ
、
二
段
目
は
左
か
ら
右
へ
と

進
み
、
第
二
幅
は
上
か
ら
下
に
下
り
る
。
同

じ
要
領
で
最
後
の
幅
ま
で
進
む
の
で
あ
る
。

　

文
盲
の
多
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
詞
書
は
な

く
僧
侶
ら
に
よ
る
解
説
で
、
絵
伝
を
見
な
が

ら
開
祖
の
一
代
記
を
学
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
真
宗
で
も
行
わ
れ
、
昨
年
富
山
県
南
砺
市

で
行
わ
れ
た
日
本
民
藝
協
会
全
国
大
会
の
お

り
、
光
徳
時
で
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　

○

　

法
然
上
人
を
こ
よ
な
く
崇
敬
し
、
ま
た
昭

和
二
年
（
一
九
二
七
）、
柳
宗
悦
の
「
工
藝

の
道
」
を
読
ん
で
柳
を
訪
ね
、
仏
法
の
真
理

９
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と
美
の
真
理
が
同
一
で
あ
る
こ
と
に
目
覚
め

た
、
兵
庫
県
明
石
、
無
量
光
寺
の
住
職
小
川

龍
彦
に
と
っ
て
、
芹
沢
銈
介
と
の
出
会
い
は

ま
さ
に
天
恵
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
七
年
四
月
、
京
都
の
帝
室
博
物
館
で

「
法
然
上
人
絵
伝
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
は
知
恩
院
の
寺
宝
を
は
じ
め
貴
重
な

も
の
を
網
羅
し
た
空
前
の
展
観
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
お
り
、
こ
の
会
を
拝
観
し
た
小
川
師

は
数
あ
る
名
品
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
木
版

画
で
あ
る
「
正
和
版
・
法
然
上
人
御
影
」（
正

和
四
年
・
一
三
一
五
）
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
。

（「
工
藝
」
九
五
号
）　

そ
れ
と
共
に
小
川
は
、

上
人
御
影
や
絵
伝
の
現
代
版
、
昭
和
の
新
作

を
熱
望
す
る
思
い
に
か
ら
れ
た
と
い
う
。

　

彼
は
正
和
年
代
の
木
版
画
御
影
を
拝
す
る

う
ち
に
、
こ
れ
が
上
人
の
真
影
を
数
多
く
廉

価
に
頒
布
す
る
手
法
で
あ
る
こ
と
に
気
付

き
、
現
代
の
丹
縁
絵
本
の
第
一
人
者
で
あ
る

芹
沢
銈
介
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

昭
和
十
二
年
八
月
、
小
川
師
は
神
戸
・
藤

ノ
寺
に
畏
友
望
月
信
亨
を
訪
ね
、
法
然
上
人

絵
伝
の
新
作
発
願
へ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に

打
ち
明
け
る
の
で
あ
っ
た
。

　

「
絵
伝
の
完
成
に
は
何
よ
り
も
第
一
に
良

き
画
工
を
求
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
芹

沢
氏
に
よ
れ
ば
大
丈
夫
つ
く
れ
る
と
思
っ
た

の
で
す
。
芹
沢
さ
ん
は
謙
虚
な
人
柄
で
、
な

お
か
つ
昔
か
ら
浄
土
宗
だ
そ
う
で
す
。
柳
先

生
や
河
井
、
濱
田
両
翁
か
ら
も
相
談
役
を
お

引
き
受
け
戴
い
て
い
る
の
で
、
絵
の
方
は
も

う
安
心
で
す
。」
と
延
べ
、
全
体
の
構
成
や

各
図
の
主
題
、
詞
書
の
選
択
へ
の
助
言
を
求

め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

○

　

さ
て
、
こ
こ
で
小
川
龍
彦
の
構
成
、
芹
沢

銈
介
作
画
に
よ
る
「
絵
伝
」
も
の
が
た
り
の

概
略
に
つ
い
て
記
そ
う
。

　

ま
ず
望
月
信
亨
に
よ
れ
ば
、
絵
伝
の
第
一

話
の
「
仏
教
伝
来
」
と
第
二
話
の
「
聖
徳
太

子
・
崇
仏
」
の
二
編
は
ま
さ
に
小
川
と
芹
沢

の
創
意
に
よ
る
も
の
で
宗
祖
絵
伝
の
導
入
部

と
し
て
理
想
と
い
う
べ
き
と
い
う
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
の
諸
本
は
そ
の
多
く
が
巻

一
の
一
段
、
二
段
が
「
上
人
誕
生
」「
竹
馬

遊
戯
」
で
始
ま
る
。
そ
れ
に
対
し
て
芹
沢
版

で
は
仏
教
の
百
済
か
ら
の
伝
来
と
、
聖
徳
太

子
の
篤
い
仏
へ
の
信
仰
を
は
じ
め
に
お
い
た

こ
と
を
望
月
は
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

　

小
川
が
「
昭
和
版
絵
伝
」
を
発
願
し
た
の

は
日
本
が
武
力
を
も
っ
て
中
国
へ
侵
攻
し
た

ま
さ
に
そ
の
年
。
法
然
や
親
鸞
が
生
き
た
の

も
そ
の
よ
う
な
戦
乱
の
時
代
で
あ
っ
た
。
小

川
師
が
今
の
、
現
代
の
上
人
像
を
熱
望
し
た

こ
と
の
意
味
が
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

○

　

法
然
（
幼
名
勢
至
丸
）
は
一
一
三
三
年
、

美
作
の
国
（
岡
山
）
稲
岡
庄
の
名
家
、
漆
間

時
国
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
所
領
の
争
い

で
父
が
明
石
定
明
の
夜
襲
に
あ
い
命
を
落
し

た
あ
と
勢
至
丸
は
寺
に
預
け
ら
れ
、
や
が
て

比
叡
山
延
暦
寺
で
修
業
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
こ
ろ
、
天
台
、
華
厳
、
真
言
の
各
宗

派
は
協
議
論
争
や
勢
力
争
い
に
日
を
送
り
、

延
暦
寺
も
山
法
師
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
勢
至

丸
は
三
年
の
修
業
の
の
ち
黒
谷
の
叡
空
の
門

に
入
り
法
然
房
源
空
と
い
う
名
を
許
さ
れ

る
。
そ
の
後
参
籠
、
修
業
を
重
ね
る
も
な
お

人
々
を
救
う
道
の
遠
き
を
悩
み
、
興
福
寺
か

ら
さ
ら
に
各
地
を
遊
行
し
続
け
る
の
で
あ
っ

た
。

　

世
情
は
と
い
え
ば
、
鳥
羽
上
皇
と
崇
徳
上

皇
の
不
和
を
き
っ
か
け
と
し
て
保
元
の
乱
が

お
こ
り
源
平
争
乱
の
幕
開
け
と
な
る
。
時
あ
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た
か
も
打
ち
つ
づ
く
争
乱
と
飢
餓
に
よ
っ
て

庶
民
は
貧
苦
の
底
に
あ
っ
た
。
日
々
の
暮
ら

し
に
安
寧
は
な
く
、
百
姓
、
地
侍
は
時
に
悪

党
と
よ
ば
れ
、
山
人
や
漁
師
は
生
物
殺
生
の

罪
に
怯
え
、
遊
女
、
非
人
も
ま
た
極
楽
往
生

の
望
み
と
て
な
か
っ
た
。

　

さ
て
、
法
然
は
十
年
も
の
彷
徨
、
修
業
の

の
ち
黒
谷
に
戻
り
常
座
三
昧
の
修
業
に
入

る
。
あ
る
夜
法
然
は
、夢
の
中
に
唐
の
高
僧
、

善
導
が
現
れ
て
、
ひ
た
す
ら
念
仏
を
唱
え
る

専
従
念
仏
の
道
こ
そ
が
本
願
へ
の
正
し
い
道

で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
る
。

　

法
然
に
帰
依
し
て
い
た
後
白
河
上
皇
は
、

彼
が
道
を
見
出
し
た
と
聞
い
て
悦
び
、
高
倉

天
皇
を
受
戒
さ
せ
、
そ
し
て
東
山
の
吉
水
に

法
然
を
住
ま
わ
せ
る
。
吉
水
に
は
熊
谷
連

生
（
治
郎
直
実
）
や
親
鸞
な
ど
が
集
ま
り
、

と
も
に
専
従
念
仏
の
道
に
入
っ
た
の
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
平
家
滅
亡
に
よ
っ
て
力
を
盛
り
返

し
た
南
都
北
嶺
の
大
寺
院
は
、
法
然
ら
の
専

従
念
仏
が
旧
来
の
仏
法
に
反
す
る
と
し
て
そ

の
停
止
を
朝
廷
に
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
法
然
は
塩
飽
島
へ
配
流
と
決
ま
り
、
親

鸞
も
ま
た
越
後
に
流
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

法
然
配
流
の
道
中
の
室
津
で
は
、
遊
女
た

ち
ま
で
が
舟
を
こ
ぎ
寄
せ
て
法
然
を
迎
え
、

拝
む
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
漁
師
や
百

姓
な
ど
名
も
な
き
帰
依
者
が
各
地
に
法
然
を

迎
え
、
専
従
念
仏
の
教
え
は
次
第
に
広
ま
っ

て
い
っ
た
。
法
然
上
人
の
教
え
と
事
蹟
を
絵

と
詞
書
で
記
し
た
物
語
絵
伝
の
絵
巻
物
や
、

よ
り
民
衆
的
な
掛
幅
絵
伝
も
、
こ
の
あ
と
宗

門
の
各
寺
院
で
模
写
や
新
作
な
ど
多
く
制
作

さ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

小
川
龍
彦
発
願
、
芹
沢
銈
介
制
作
に
よ
る

昭
和
版
「
法
然
上
人
絵
伝
」
は
、
そ
の
全
巻

六
十
四
図
が
昭
和
十
三
年
十
一
月
か
ら
十
五

年
に
か
け
て
完
成
し
、
翌
年
三
月
、
表
紙
芭

蕉
布
の
和
綴
本
、
葛
布
帙
入
り
の
限
定
百
部

が
日
本
民
藝
協
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ

そ
の
内
多
数
が
神
戸
無
量
光
寺
に
保
管
さ
れ

た
ま
ま
空
襲
で
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

戦
後
に
な
っ
て
「
絵
伝
」
へ
の
愛
惜
の

念
止
み
が
た
い
小
川
師
に
よ
っ
て
、
昭
和

五
十
二
年
（
一
九
七
七
）、
白
描
印
刷
、
手

彩
色
の
雁
皮
紙
本
百
部
が
、
小
川
を
中
心
と

す
る
芹
沢
本
法
然
上
人
絵
伝
完
成
刊
行
会
か

ら
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
絵
伝
の
ほ
か
、
芹
沢

の
自
刻
に
よ
る
「
法
然
上
人
御
影
」
や
「
親

鸞
上
人
御
影
」
も
そ
の
後
制
作
さ
れ
、
宗
門

だ
け
で
な
く
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

展
覧
会
予
告

出
雲
・
出
西
窯
展

会
期 

七
月
八
日（
金
）〜
十
六
日（
土
）

 

七
月
十
日
（
日
）
は
営
業
。

会
場 

銀
座
た
く
み
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

出
雲
神
話
の
里
、
斐
伊
川
の
ほ
と
り

の
出
西
窯
は
、
今
年
で
創
業
六
十
四
年

を
迎
え
ま
す
。
河
井
寛
次
郎
、吉
田
璋
也
、

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
ら
の
よ
き
薫
陶

を
受
け
て
、
出
雲
の
地
に
根
を
下
ろ
し
、

使
い
や
す
く
親
し
み
深
い
器
つ
く
り
を

心
が
け
て
き
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
の
会

に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
窯
の
二
代
目

を
中
心
と
す
る
若
手
た
ち
の
新
作
品
に

加
え
て
、
先
代
の
旧
作
品
も
所
蔵
家
の

好
意
を
得
て
展
示
即
売
い
た
し
ま
す
。

手
仕
事
の
、
伝
統
の
継
承
と
、
新
し
い

試
み
、
発
展
、
変
化
な
ど
お
楽
し
み
下

さ
い
。
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歳
時
記

夏
の
風
物
詩
・
う
ち
わ
色
々

　

初
夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば
、
昔
は
浴
衣
に

う
ち
わ
、
風
鈴
、
金
魚
鉢
に
か
き
氷
が
定
番

で
し
た
。
な
か
で
も
う
ち
わ
の
風
は
な
ん
と

も
肌
に
心
地
よ
い
も
の
で
す
。

　

た
く
み
で
は
今
年
も
大
小
の
う
ち
わ
を
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。

　

丸
柄
の
ブ
リ
キ
玩
具
絵
の
品
は
、
麻
地
に

型
染
で
、芹
沢
銈
介
の
門
下
大
橋
秀
雄
の
作
。

花
鳥
、
草
花
文
は
や
は
り
芹
沢
門
下
の
土
手

武
彦
の
型
染
紙
で
、
加
工
は
香
川
の
丸
亀
で

す
。
日
の
出
模
様
の
小
ぶ
り
の
品
は
越
中
和

紙
を
用
い
、
手
軽
で
喜
ば
れ
ま
す
。

　
　

あ
と
が
き

　

「
た
く
み
」
誌
は
戦
前
、「
月
刊
民
藝
」
が
発

刊
さ
れ
る
前
の
一
時
期
、
そ
し
て
戦
後
は
「
民

藝
」
誌
が
再
刊
さ
れ
る
ま
で
、
合
わ
せ
て
五
十

号
余
り
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。小
冊
子
な
が
ら「
民

藝
」
誌
を
補
完
す
る
立
場
の
情
報
誌
と
し
て
好

評
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
十
四
年
十
一
月

復
刊
の
、
現
行
の
「
た
く
み
」
誌
も
今
号
で

五
十
号
を
迎
え
、
思
え
ば
ま
こ
と
に
感
慨
無
量

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
来
る
の
に
、
執
筆
者
の
方
々
、
編

集
、
印
刷
、
発
行
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
多
く

の
方
た
ち
に
お
世
話
に
な
り
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
み
の
お
客
様
、
民
藝
の

愛
好
者
の
皆
様
の
お
力
を
か
り
て
楽
し
い
、
た

め
に
な
る
冊
子
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
寄
稿
の
ほ
ど
、
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。 

（
志
賀
直
邦
）
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型染紙うちわ
2,520円

日の出模様和紙うちわ
１本　1,050円

型染麻地うちわ
3,150円

型染紙うちわ
2,520円
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